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これまでの成果と平成31年度の取組み

l 平成29年度の鹿屋市の小学校における調査より，小学校の体育授業

において約７割の教員が苦労を抱えていることが明らかとなった．

l 平成30年度は，そのような課題を解決するために，「体育学を専門的に

学ぶ大学院生が小学校の体育授業の授業補助者として効果的に機
能できるか」について，介入研究を通して検討した．その結果，大学院

生が目指す資質・能力として，教材開発・提案力が重要なことが再確

認された．同時に，学校現場では大学院生は体育学習・授業の支援
者・補助者の立場として「助教（アシスタント・ティーチャー）」として入るこ

とが効果的であり，受容されることが明らかになった．

．

【平成31年度 重点プロジェクト事業成果報告】

小学校体育専科事業[学校における体育・スポーツ資質向上等推進事業（スポーツ庁）]

⼩学校における体育教育を充実させる⼤学院教育プログラムの検討
ー学級担任の体育授業⼒向上を⽀援する専⾨教員の養成を⽇指して―

l 本事業の取り組みは， 2期スポーツ基本計画（2017 年 3 月答申）に

おける，「国は，地方公共団体等と連携し，小学校における体育の専
科教員の導入を促進するとともに，運動が苦手で意欲的でない児童

生徒や障害のある児童生徒が運動に参画できるよう研修を充実する

など，教員採用や研修の改善を通じ，学校体育に係る指導力の向
上を図る．」といったことを背景としています．

l しかし，小学校における体育専科教員の配置は全学校数の4.7％（平

成28年度）に留まっており，外部指導員の配置割合も8.5％（平成25

年度）と少ない状況にあります．

l 本事業ではこのような現状を打開するために，中学校教員（保健体

育）や中学校教諭一種免許状取得者（保健体育）が小学校において,
体育専科指導や体育学習コーディネイトが行える大学院教育プログラ

ムの立案を目指し，平成29年から平成31年度の3年計画で取り組む

ものです．

l なお．本事業は平成31年度にスポーツ庁からの受託した「体育・スポー
ツ資質向上等推進事業」を学内的に支援したものとなっています．

l ここでは，これまでの取り組みとともに．31年度取り組みについて報告し
ます．

教育プログラム（コープ実習）の実際

l 実地研修の指導体制と役

l コープ実習までの打合せの流れ

31年度の成果と課題
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l コープ実習での指導補助の概要

＜3年間の取り組みをまとめた報告書＞

l 平成31年度は，平成29年度に作成

した「大学院生が小学校における体

育学習・授業の支援者・補助者
（「助教（アシストタント・ティーチャー）

（仮称）」）となりうる教育プログラム

案」を，実際の大学院教育の授業
科目（コープ実習）において単位とし

て認定する中で，大学院生（1 名）

に試行しました．そして，その教育プロ
グラム案の実効性や継続可能性を

検討しました．

l 右半分に平成31年度の取り組みや

その成果等について紹介しています．

l 平成31年度の取り組みから，大学院生が目指す資質・能力として，
教材開発・提案力が重要なことを再確認しました．

l 同時に，授業における実技指導のための示範力や観察力を大学での

演習等で更に高めて実習に臨むこと, 
l 学校現場での大学の指導教員の直接的な大学院生の指導に対する

コーチング, 帰校後の学修支援，補助映像を見ながらの振り返りコーチ

ングが極めて重要で，有効なことが明らかになりました．
l 次年度以降の取り組みに向け，有益な示唆が得られ，本教育プログ

ラムが今後も継続できることを確認しました．


